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運用報告書（全体版） 
第138期（決算日 2022年10月14日）第140期（決算日 2022年12月14日）第142期（決算日 2023年２月14日） 

第139期（決算日 2022年11月14日）第141期（決算日 2023年１月16日）第143期（決算日 2023年３月14日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アジアの財産３分法ファンド」は、2023年３月14日に第143期の決算を行ないましたので、第138期か
ら第143期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2007年６月29日から2028年３月14日までです。 

運 用 方 針 

主としてアジアの国や地域を投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託

受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに分散投資
を行ない、安定したインカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」円建受益証券 
｢アジアンリートマザーファンド」受益証券 

｢アジアンボンドマザーファンド」受益証券 
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期および第２計算期は収益分配を行ないません。第３計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継
続的に行なうことをめざします。ただし、基準価額水準などを勘案し、上記安定分配相当額のほか、委託者が決定す

る額を付加して分配を行なう場合があります。 

 
＜940887＞ 

アジアの財産３分法ファンド 
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アジアの財産３分法ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
114期(2020年10月14日) 9,823 30 0.6 － 45.4 47.7 1,382 

115期(2020年11月16日) 9,955 30 1.6 － 46.0 47.6 1,385 

116期(2020年12月14日) 10,152 30 2.3 － 47.1 47.7 1,378 

117期(2021年１月14日) 10,490 30 3.6 － 44.7 48.8 1,391 

118期(2021年２月15日) 10,573 30 1.1 － 44.9 47.7 1,420 

119期(2021年３月15日) 10,574 30 0.3 － 43.5 48.3 1,417 

120期(2021年４月14日) 10,617 30 0.7 － 45.7 47.7 1,399 

121期(2021年５月14日) 10,689 30 1.0 － 46.8 46.9 1,395 

122期(2021年６月14日) 10,948 30 2.7 － 45.9 47.9 1,416 

123期(2021年７月14日) 10,817 30 △0.9 － 45.8 48.1 1,392 

124期(2021年８月16日) 10,620 30 △1.5 － 46.0 47.7 1,353 

125期(2021年９月14日) 10,677 30 0.8 － 46.8 47.6 1,344 

126期(2021年10月14日) 10,655 30 0.1 － 44.6 47.9 1,329 

127期(2021年11月15日) 10,776 30 1.4 － 47.3 47.6 1,327 

128期(2021年12月14日) 10,559 30 △1.7 － 44.4 47.4 1,289 

129期(2022年１月14日) 10,675 30 1.4 － 44.2 48.1 1,287 

130期(2022年２月14日) 10,711 30 0.6 － 42.6 47.8 1,289 

131期(2022年３月14日) 10,505 30 △1.6 － 47.1 47.1 1,263 

132期(2022年４月14日) 11,072 30 5.7 － 43.9 47.6 1,319 

133期(2022年５月16日) 10,786 30 △2.3 － 45.1 46.9 1,328 

134期(2022年６月14日) 11,103 30 3.2 － 44.8 47.2 1,359 

135期(2022年７月14日) 11,148 30 0.7 － 45.8 46.6 1,365 

136期(2022年８月15日) 11,040 30 △0.7 － 46.8 47.3 1,328 

137期(2022年９月14日) 11,440 30 3.9 － 45.6 47.2 1,365 

138期(2022年10月14日) 10,517 30 △7.8 － 46.6 44.8 1,249 

139期(2022年11月14日) 10,403 30 △0.8 － 48.7 45.5 1,235 

140期(2022年12月14日) 10,639 30 2.6 － 47.0 46.3 1,256 

141期(2023年１月16日) 10,458 30 △1.4 － 45.8 46.7 1,232 

142期(2023年２月14日) 10,746 30 3.0 － 46.1 46.7 1,267 

143期(2023年３月14日) 10,386 30 △3.1 － 47.3 45.3 1,225 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第138期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年９月14日 11,440 － 45.6 47.2 

９月末 10,533 △7.9 46.5 45.2 

(期  末)     

2022年10月14日 10,547 △7.8 46.6 44.8 

第139期 

(期  首)     

2022年10月14日 10,517 － 46.6 44.8 

10月末 10,480 △0.4 48.3 44.8 

(期  末)     

2022年11月14日 10,433 △0.8 48.7 45.5 

第140期 

(期  首)     

2022年11月14日 10,403 － 48.7 45.5 

11月末 10,625 2.1 47.0 45.8 

(期  末)     

2022年12月14日 10,669 2.6 47.0 46.3 

第141期 

(期  首)     

2022年12月14日 10,639 － 47.0 46.3 

12月末 10,434 △1.9 47.4 46.3 

(期  末)     

2023年１月16日 10,488 △1.4 45.8 46.7 

第142期 

(期  首)     

2023年１月16日 10,458 － 45.8 46.7 

１月末 10,931 4.5 46.0 47.4 

(期  末)     

2023年２月14日 10,776 3.0 46.1 46.7 

第143期 

(期  首)     

2023年２月14日 10,746 － 46.1 46.7 

２月末 10,729 △0.2 48.1 45.9 

(期  末)     

2023年３月14日 10,416 △3.1 47.3 45.3 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○運用経過 (2022年９月15日～2023年３月14日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年９月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、経済発展が期待されるアジアの国や地域の「株式」、「不動産」、「債券」に実質的に分散投資

を行ない、安定したインカム収益の確保を図るとともに、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっ

ております。各資産への投資は３つの投資信託証券を通じて行なっております。当作成期間末における、各投

資信託証券の組入比率および、当作成期間中の各投資信託証券の騰落率は以下の通りとなりました。 

 

 
 

 

作成期間中の基準価額等の推移 
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アジアの財産３分法ファンド 

当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・アジア地域で経済活動が再開されたこと。 

・アジア地域で国際的な往来が再開されたこと。 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が金融政策の引き締めペースを減速させるとの期待感が、アジア諸国の

現地通貨建て債券に対する上昇圧力になったこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・インフレの高まりを受けて、世界各国・地域の中央銀行が金融政策を引き締めたこと。 

・ロシアとウクライナとの間の紛争の影響で、コモディティ価格の上昇ペースが加速したこと。 

・アジア諸国の通貨が円に対して下落したこと。 

 

 

（アジア株式市況） 

期間中のアジア株式市場は、乱高下する展開となりました。 

中国で新型コロナウイルスの感染防止策が延長されたことに加えて、不動産市場の悪化が懸念されたこと

などを背景に、期間の初めから2022年10月下旬にかけて大幅に下落しました。その後は、中国経済が急速に再

開されるなか、中国の党大会や習近平国家主席の権力基盤の強化などが押し上げ材料となり上昇基調に転じ

ました。ゼロコロナ規制緩和を受けて新型コロナウイルスの感染は急速に拡大しましたが、その後は落ち着き

を見せ、アジア域内の株式市場は非常に低迷した水準から大きく上昇しました。 

北アジアの他の市場では、台湾や韓国などテクノロジー銘柄の比率の高い国において、ハードウェア需要の

底入れ期待や魅力的なバリュエーション（株価評価）から買い意欲が広がり、リターンが向上しました。 

一方、アセアンやインドなど、これまでアウトパフォームしてきた市場は、経済再開の追い風が後退したこ

とや北アジア市場でより魅力的な短期リターンを求める動きが見られるなか、下落しました。そのため、これ

らの国のバリュエーションはより良好なものとなりました。 

 

（アジア不動産投資信託市況） 

期間中のアジアのリート市場は、主要市場のシンガポール、香港ともに下落しました。 

期間の初めから2022年10月下旬にかけては、米国長期金利の上昇や中国における不動産市場を巡る警戒感、

各国の中央銀行がインフレ抑制に向けて強い決意を表明したことなどを受けてアジア株式市場が総じて下落

したことなどからリスクセンチメントが悪化し、リート市場は大きく下落しました。その後2023年１月下旬に

かけては、ＦＲＢが利上げペースを緩めるとの慎重ながらも楽観的な見方や、中国がゼロコロナ政策や不動産

市場に対する規制を緩和したこと、米中関係の安定化について中国が予想より早く反応し、両国の対立懸念が

後退したことなどがプラス材料となり上昇しました。 

期間末にかけては、米国の雇用統計や消費者物価指数（ＣＰＩ）などのインフレ指標が市場予想を上回った

ことを背景に、インフレ見通しや米国の金融引き締め長期化に対する投資家の懸念が再び強まったことなど

から軟調となり、下落して期間末を迎えました。 

為替市場では、対円でシンガポールドル、香港ドルともに下落し、円ベース・リターンは押し下げられる結

果となりました。   

投資環境 
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アジアの財産３分法ファンド 

（アジア債券市況） 

期間の初めは、米国の雇用が堅調に推移したことや、複数の中央銀行関係者がタカ派的（インフレ抑制的）

な発言をしたことなどから、ＦＲＢによるインフレ対策が長期化するとの見方が強まりました。その結果、米

国国債利回りはイールドカーブ（利回り曲線）全体にわたって急上昇（債券価格は下落）しました。その後は、

米国の2022年10月のＣＰＩが総合指数とコア指数の両方ともに予想以上に減速したことから、金融政策の引

き締め観測が急速に後退しました。インフレ圧力がようやく弱まり始めたとの期待が生じた結果、米国国債利

回りが低下（債券価格は上昇）し、リスク資産が上昇しました。しかしながら、日銀がイールドカーブ・コン

トロール（ＹＣＣ）を修正したことや、中国が新型コロナウイルスの隔離措置を撤回したことを受けて経済成

長率とインフレ率の上昇が見込まれたことなどから、債券利回りはその後一時的に上昇に転じました。2023年

の初めには、ＦＲＢによる金融政策の引き締めサイクルが終わりに近づいているのではないかとの期待感か

ら、米国国債利回りは低下しました。その後は、米国の非農業部門雇用者数が大幅に増加したことや、根強い

米国のインフレと底堅い個人消費の兆候が見られたことなどから、債券市場に対する投資家心理は再び悪化

に転じました。 

アジアでは、インフレ率がいくつかの中央銀行の許容上限を上回る水準で推移しました。ＦＲＢによる大幅

な利上げによりアメリカドルが大幅に上昇するなか、輸入品の価格上昇などを通じてアジア諸国のインフレ

率が上昇しました。当期間、インフレ率の上昇と持続的なインフレに対する懸念を受けて、ほとんどのアジア

諸国の中央銀行は金融政策を引き締めました。期間末にかけては、マレーシアやインドネシア、および韓国の

中央銀行がそれぞれの政策金利を据え置きました。 

2022年の前半に新型コロナウイルスとの共存体制に移行した多くの国とは対照的に、中国は2022年の大半

の期間、厳しいゼロコロナ規制を維持しました。その結果、新型コロナウイルスの感染拡大が発生する度に、

政府は長期間にわたるロックダウン（都市封鎖）を何度も再実施しなければならなかったことから、経済成長

が著しく阻害されました。2022年12月に、中国当局は新型コロナウイルス関連の規制を概ねすべて撤回すると

いう突然の政策転換を実施し、市場を驚かせました。 

このような環境のなか、アジア諸国の現地通貨建て債券利回りはまちまちの動きとなりました。タイの国債

が相対的に堅調に推移した一方、中国の国債が相対的に軟調に推移しました。そのほか、アジア諸国の通貨は

円に対して下落しました。韓国ウォンとタイバーツが他のアジア通貨に対して相対的に堅調に推移しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「株式」は主に「アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」受益証券、

「不動産」は「アジアンリートマザーファンド」受益証券、「債券」は「アジアンボンドマザーファンド」受益

証券に投資を行ないました。期間中の各資産への投資は、「株式」25％、「不動産」25％、「債券」50％を目途

としました。 

 

（アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ） 

ポートフォリオでは、配当性向と配当の安定性を精査し銘柄の見直しを行なうとともに、中長期的な配当利

回りの面で魅力が高く、かつ株価の成長が期待できると判断した銘柄の組入れを行ないました。質の高い持続

的な成長が見込まれる銘柄や、ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）が好転しつつあるとともに市場平均

と比較して魅力的な配当利回りを提供する銘柄に投資しました。 

期間中の主な投資行動としては、中国の消費関連や将来の政策面の優先分野に沿った銘柄を中心として、北

当ファンドのポートフォリオ 
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アジア市場のポジションを拡大しました。一方、タイやシンガポールの銘柄で利益確定売りを実施して、これ

らの購入の原資としました。当ファンドは、エネルギー移行、金融、消費の拡大などに関する分野に引き続き

投資しています。 

 

（アジアンリートマザーファンド） 

主として、日本を除くアジア諸国の金融商品取引所に上場されている不動産投資信託を投資対象とし、中長

期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないました。ポートフォリオでは引き続きシンガポールのリート

への投資比率を最大とし、ついで香港、インド、韓国、フィリピンのリートに配分しました。 

期間中の主な投資行動としては、オフィス・小売・コンベンションセンターなどを展開するシンガポールの

分散型リート大手について、インタレスト・カバレッジ・レシオ（借入金などの利息の支払い能力を測るため

の指標）や債務負荷増大などの財務体質の悪化懸念に鑑みてポジションを解消しました。また、割安なバリュ

エーションと、中国の経済再開に牽引された成長加速を背景に、中国国内のショッピングモールなど商業用収

益不動産に投資するシンガポールの小売リートの新規ポジションを構築する一方、アジア・オーストラリアで

オフィスビルなどの商業用不動産を展開するシンガポールのオフィスリートのポジションを解消し、購入の

原資としました。その他では、割安なバリュエーションと中国の経済再開による成長加速などに鑑みて、主に

中国の収益性のあるオフィスなどに投資する香港の分散型リートなどを新規に購入しました。 

 

（アジアンボンドマザーファンド） 

2022年末にかけて、ほとんどのアジアの中央銀行が利上げサイクルの終わりに近づいているとの見方から、

アジア諸国の現地通貨建て債券に対してより前向きな見方に転じました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第138期 第139期 第140期 第141期 第142期 第143期 

2022年９月15日～ 
2022年10月14日 

2022年10月15日～ 
2022年11月14日 

2022年11月15日～ 
2022年12月14日 

2022年12月15日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月14日 

2023年２月15日～ 
2023年３月14日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.284％ 0.288％ 0.281％ 0.286％ 0.278％ 0.288％ 

 当期の収益 17  26  30  14  30  23  

 当期の収益以外 12  3  －  15  －  6  

翌期繰越分配対象額 2,271  2,268  2,275  2,260  2,276  2,269   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、原則として、「株式」は「アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ」受益証

券、「不動産」は「アジアンリートマザーファンド」受益証券、「債券」は「アジアンボンドマザーファンド」

受益証券に投資を行ないます。各資産への投資配分は、原則として、「株式」25％、「不動産」25％、「債券」

50％を目途とする方針です。 

 

（アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ） 

中国の経済再開は景気を押し上げており、2023年の後半にその効果が現れる可能性が高いとみられます。イ

ンフレがこれまでの予想よりも持続するとみられるなか、金利の見通しは長期にわたり上昇すると考えられ

ます。 

アジアの見通しは引き続き良好であり、バリュエーションは大部分の地域にわたって依然として大幅に割

安な水準にあります。中国は、特に国内のヘルスケア、テクノロジー、産業サプライチェーン（供給網）への

設備投資を促進することに重点を置いており、最も優れた成長機会を提供しています。新型コロナウイルスの

感染拡大が急速に後退するなか、中国は政策や規制のイニシアティブによって、レバレッジの管理や主要産業

への投資促進を確実なものとするべく急速に取り組んでおり、より高い国内総生産（ＧＤＰ）成長率の実現を

めざしています。成長をもたらすポジティブな変化が再び議題になっており、消費関連は優先度が高い分野と

なっています。過去２年において、中国の人々は大幅な貯蓄を積み上げてきました。 この資金は株式市場に

加えて旅行のような生活必需品以外への支出に流入し始めて、不動産市場にも徐々に戻ってくると予想して

います。当面は、国内をリードするブランドを中心とした消費関連分野や、ヘルスケア、ソフトウェア、一部

の資本財・サービス関連分野についてポジティブな見方を維持します。 

韓国と台湾の見通しについては、あまり大きな変更はありません。当ファンドでは、国内市場よりも、海外

分配金 



品 名：90002_940887_143_04_アジアの財産３分法ファンド_958737.docx 

日 時：2023/4/28 10:34:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 

アジアの財産３分法ファンド 

での収益が見込める企業を中心に選好しています。 

インドでは、インフレが引き続き課題となっています。インド準備銀行（中央銀行）は追加利上げを実施し、

金利の上昇が貸出市場の一部にストレスをもたらしています。アダニグループは、（2022年、当ファンドでは

コーポレート・ガバナンス・リスクを抱えているとみて、組入れを回避しましたが）投資家向け説明会をグ

ローバルで実施して、不正疑惑に反論しています。当ファンドでは、インドについて様子見の姿勢を維持して

おり、ポジティブな変化と魅力的なバリュエーションを伴なう投資機会を探しています。 

アセアン地域では、引き続きインドネシアを中心とした電気自動車のサプライチェーンへの投資に注目し

ています。フィリピンやマレーシア、タイでは大きなポジティブな変化が見られず、これらの市場については

注視を続けています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（アジアンリートマザーファンド） 

世界経済の成長とインフレ率上昇を巡る不透明感がありつつも、アジア圏の市場は欧米と比較して堅調な

足取りで推移しています。アジアにおけるインフレ圧力はこれまでのところ、豊富な熟練した労働力などを背

景に欧米諸国に比べてかなり緩やかにとどまっています。また、アジア地域の経済活動において最大の牽引役

である中国が、ゼロコロナ政策を緩和して経済活動再開に向かうことで地域経済も大きく活性化されるとみ

られます。加えて、現在の金融引き締めサイクルが終わりに近づくに連れて、地域経済の見通しはさらに下支

えされるとみています。市場のボラティリティ（変動性）が高まるなかで、強いファンダメンタルズと魅力的

なリスク・リターンを備えるアジアのリートは、相対的に高い配当利回りと低水準からの大きな収益成長効果

を下支えに今後数年間、合理的に高い支持を得られると考えています。 

不動産市場のファンダメンタルズはコロナ禍の間も当初の予想以上に回復しており、今後も継続的な経済

再開と景気回復に伴なって改善していくと予想されます。そのなかで、香港郊外のショッピングモールのテナ

ント賃料は、引き続き堅調に推移すると見込んでいます。シンガポールでは、工業用・オフィス用不動産市場

において、物件の需給逼迫にテクノロジー関連企業や大手製薬の拠点進出による需要増加も相まって、ビジネ

スパーク（複数のオフィスビルが集まっている建物や地域の総称）におけるファンダメンタルズの改善の継続

が見込まれます。物流セクターでは、物件供給が鈍化するなかでｅコマースの拡大による構造的な需要増加の

追い風を受けるとみています。また、新型コロナウイルスを巡る不透明感はあるものの、オフィス不動産や小

売り、ホテル用不動産市場の見通しは、今後数年間の相対的な供給不足が引き続き下支えになると考えられ、

進行中の経済回復の恩恵を受けると予想しています。 

上記のような見通しの下、当ファンドにおいては、安定的かつ成長性の高いインカム収入と、ファンダメン

タルズやバリュエーションに着目した銘柄選択を中心に、利回り水準や流動性に配慮しつつ投資を進め、中長

期的な信託財産の成長をめざして運用を続けていきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（アジアンボンドマザーファンド） 

2023年３月後半に米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）を控えるなか、市場は経済指標の動向にますます影

響を受けやすくなっていることから、当ファンドでは当面金利のボラティリティは高止まりする可能性があ

ると考えています。このような背景から、当ファンドでは今後財政の健全化をめざしているマレーシアとイン

ドネシアの国債を選好しています。また、世界各国・地域の債券市場の状況が安定化すれば、海外からの資金

流入によりインドネシアの債券に対する需要が下支えされるとみています。 

為替市場に関しては、当ファンドではタイバーツとインドネシアルピアが他のアジア通貨に対して相対的

に堅調に推移すると考えています。中国人観光客が戻ってくることに伴ない経常収支が健全な黒字に転換す
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るとの楽観的な見方が、タイバーツにとって明るい材料になるとみています。一方、電気自動車（ＥＶ）向け

バッテリーの製造拠点になるという政府の長期計画など、インドネシアの外国直接投資（ＦＤＩ）に対する明

るい見通しが、インドネシアルピアの需要を高めると考えています。 

今後も投資対象国の金利水準やファンダメンタルズを注視しながら、引き続き注意深く投資判断を行なっ

ていく方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年９月15日～2023年３月14日) 

項 目 
第138期～第143期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 69  0.649  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 28)  (0.262)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 38)  (0.355)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.033   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  4)  (0.033)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.014   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.014)   

（d） そ の 他 費 用 29   0.272   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 22)  (0.208)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  5)  (0.048)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.015)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 103   0.968    

作成期間の平均基準価額は、10,622円です。  
 

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は2.02％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年９月15日～2023年３月14日) 

 

銘 柄 
第138期～第143期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アジアンリートマザーファンド － － 1,704 5,251 

アジアンボンドマザーファンド － － 16,953 27,114 
 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年９月15日～2023年３月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年９月15日～2023年３月14日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年９月15日～2023年３月14日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年３月14日現在) 

 

銘 柄 
第137期末 第143期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ 198,548 198,548 280,807 22.9 

合 計 198,548 198,548 280,807 22.9 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：90002_940887_143_04_アジアの財産３分法ファンド_958737.docx 

日 時：2023/4/28 10:34:00 

ページ：13 

 

－ 13 － 

アジアの財産３分法ファンド 

 

銘 柄 
第137期末 第143期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アジアンリートマザーファンド 105,389 103,684 289,436 

アジアンボンドマザーファンド 402,640 385,686 618,139 
 
（注） 各親投資信託の2023年３月14日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・アジアンリートマザーファンド 1,756,254千口 ・アジアンボンドマザーファンド 385,686千口 

 

○投資信託財産の構成 (2023年３月14日現在) 

項 目 
第143期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 280,807 22.8 

アジアンリートマザーファンド 289,436 23.5 

アジアンボンドマザーファンド 618,139 50.2 

コール・ローン等、その他 43,265 3.5 

投資信託財産総額 1,231,647 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） アジアンリートマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（4,806,644千円）の投資信託財産総額（5,056,663千円）

に対する比率は95.1％です。 

（注） アジアンボンドマザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（616,928千円）の投資信託財産総額（628,523千円）に対

する比率は98.2％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=133.21円、1香

港ドル=16.99円、1シンガポールドル=98.83円、1マレーシアリンギット=29.66円、1タイバーツ=3.85円、1フィリピンペソ=2.4236円、

1インドネシアルピア=0.0087円、1韓国ウォン=0.1024円、1インドルピー=1.63円。 

 

  

親投資信託残高 
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アジアの財産３分法ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第138期末 第139期末 第140期末 第141期末 第142期末 第143期末 

2022年10月14日現在 2022年11月14日現在 2022年12月14日現在 2023年１月16日現在 2023年２月14日現在 2023年３月14日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,256,655,070   1,241,620,979   1,264,031,556   1,239,495,425   1,273,844,011   1,231,647,648   

 コール・ローン等 43,827,653   44,826,017   45,677,653   45,839,594   44,296,987   43,263,934   

 投資信託受益証券(評価額) 280,509,657   274,573,049   292,124,758   288,213,348   298,180,494   280,807,480   

 アジアンリートマザーファンド(評価額) 294,158,518   297,217,775   298,961,447   293,834,843   306,202,146   289,436,303   

 アジアンボンドマザーファンド(評価額) 638,159,242   625,004,138   627,267,698   611,607,640   622,961,014   618,139,931   

 未収入金 －   －   －   －   2,203,370   －   

(B) 負債 7,135,496   6,535,450   7,143,768   7,108,079   6,025,936   6,242,894   

 未払収益分配金 3,564,154   3,561,572   3,544,038   3,535,173   3,539,293   3,539,451   

 未払解約金 1,426,405   734,818   1,290,010   1,040,526   2,999   181,373   

 未払信託報酬 1,390,814   1,383,865   1,355,617   1,470,555   1,325,506   1,271,277   

 未払利息 42   76   83   29   36   33   

 その他未払費用 754,081   855,119   954,020   1,061,796   1,158,102   1,250,760   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,249,519,574   1,235,085,529   1,256,887,788   1,232,387,346   1,267,818,075   1,225,404,754   

 元本 1,188,051,466   1,187,190,773   1,181,346,282   1,178,391,156   1,179,764,651   1,179,817,193   

 次期繰越損益金 61,468,108   47,894,756   75,541,506   53,996,190   88,053,424   45,587,561   

(D) 受益権総口数 1,188,051,466口 1,187,190,773口 1,181,346,282口 1,178,391,156口 1,179,764,651口 1,179,817,193口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,517円 10,403円 10,639円 10,458円 10,746円 10,386円 
 

（注） 当ファンドの第138期首元本額は1,193,531,369円、第138～143期中追加設定元本額は18,302,140円、第138～143期中一部解約元本額は

32,016,316円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第138期1.0517円、第139期1.0403円、第140期1.0639円、第141期1.0458円、第142期1.0746円、第143期1.0386

円です。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○損益の状況 

項 目 
第138期 第139期 第140期 第141期 第142期 第143期 

2022年９月15日～ 
2022年10月14日 

2022年10月15日～ 
2022年11月14日 

2022年11月15日～ 
2022年12月14日 

2022年12月15日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月14日 

2023年２月15日～ 
2023年３月14日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,388,328   1,388,000   1,387,422   1,388,547   1,389,348   1,389,482   

 受取配当金 1,389,841   1,389,777   1,389,759   1,389,831   1,389,841   1,389,835   

 支払利息 △      1,513   △      1,777   △      2,337   △      1,284   △        493   △        353   

(B) 有価証券売買損益 △105,841,983   △  9,861,460   31,435,835   △ 17,626,718   37,474,493   △ 38,958,802   

 売買益 229,850   3,085,258   31,623,163   88,159   37,573,509   7,506   

 売買損 △106,071,833   △ 12,946,718   △    187,328   △ 17,714,877   △     99,016   △ 38,966,308   

(C) 信託報酬等 △  1,497,044   △  1,489,567   △  1,459,160   △  1,582,878   △  1,426,745   △  1,368,378   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △105,950,699   △  9,963,027   31,364,097   △ 17,821,049   37,437,096   △ 38,937,698   

(E) 前期繰越損益金 169,308,997   59,631,388   45,793,060   73,266,905   51,798,202   85,519,270   

(F) 追加信託差損益金 1,673,964   1,787,967   1,928,387   2,085,507   2,357,419   2,545,440   

 (配当等相当額) (  102,072,604)  (  102,366,586)  (  102,264,292)  (  102,420,601)  (  103,110,470)  (  103,484,543)  

 (売買損益相当額) (△100,398,640)  (△100,578,619)  (△100,335,905)  (△100,335,094)  (△100,753,051)  (△100,939,103)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 65,032,262   51,456,328   79,085,544   57,531,363   91,592,717   49,127,012   

(H) 収益分配金 △  3,564,154   △  3,561,572   △  3,544,038   △  3,535,173   △  3,539,293   △  3,539,451   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 61,468,108   47,894,756   75,541,506   53,996,190   88,053,424   45,587,561   

 追加信託差損益金 1,673,964   1,787,967   1,928,387   2,085,507   2,357,419   2,545,440   

 (配当等相当額) (  102,075,836)  (  102,369,614)  (  102,269,006)  (  102,422,925)  (  103,116,003)  (  103,487,655)  

 (売買損益相当額) (△100,401,872)  (△100,581,647)  (△100,340,619)  (△100,337,418)  (△100,758,584)  (△100,942,215)  

 分配準備積立金 167,807,113   166,974,492   166,585,564   163,983,791   165,462,734   164,329,493   

 繰越損益金 △108,012,969   △120,867,703   △ 92,972,445   △112,073,108   △ 79,766,729   △121,287,372   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2022年９月15日～2023年３月14日

の期間に当ファンドが負担した費用は1,661,024円です。 

（注） 分配金の計算過程（2022年９月15日～2023年３月14日）は以下の通りです。 

項 目 
2022年９月15日～ 
2022年10月14日 

2022年10月15日～ 
2022年11月14日 

2022年11月15日～ 
2022年12月14日 

2022年12月15日～ 
2023年１月16日 

2023年１月17日～ 
2023年２月14日 

2023年２月15日～ 
2023年３月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 2,062,270円 3,204,710円 4,352,409円 1,739,547円 5,388,306円 2,754,851円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 102,075,836円 102,369,614円 102,269,006円 102,422,925円 103,116,003円 103,487,655円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 169,308,997円 167,331,354円 165,777,193円 165,779,417円 163,613,721円 165,114,093円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 273,447,103円 272,905,678円 272,398,608円 269,941,889円 272,118,030円 271,356,599円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,301円 2,298円 2,305円 2,290円 2,306円 2,299円 

g. 分配金 3,564,154円 3,561,572円 3,544,038円 3,535,173円 3,539,293円 3,539,451円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アジアの財産３分法ファンド 

○分配金のお知らせ  

 第138期 第139期 第140期 第141期 第142期 第143期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2022年９月15日から2023年３月14日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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CHAILEASE HOLDING CO LTD TWD 140,307.13 1.1114,732.00

Transferable securities admitted to an official exchange listing

Shares
Cayman Islands

CHINA LESSO GROUP HOLDINGS L HKD 158,023.72 1.25110,000.00
CHINA MEDICAL SYSTEM HOLDING HKD 242,153.39 1.91145,000.00
CHINA YONGDA AUTOMOBILES SER HKD 139,935.65 1.11104,500.00
GENERAL INTERFACE SOLUTION TWD 261,755.57 2.0771,000.00
LONGFOR GROUP HOLDINGS LTD HKD 270,673.34 2.1457,500.00
SINO BIOPHARMACEUTICAL HKD 245,116.34 1.94350,000.00
SITC INTERNATIONAL HOLDINGS HKD 177,237.97 1.4049,000.00
TENCENT HOLDINGS LTD HKD 849,582.72 6.7114,500.00

2,484,785.83 19.64

CHINA MERCHANTS BANK-H HKD 248,528.21 1.9732,000.00
China

COSCO SHIPPING ENERGY TRAN-H HKD 133,332.51 1.05350,000.00
HUALAN BIOLOGICAL ENGINEER-A CNY 204,969.36 1.6244,830.00
NARI TECHNOLOGY CO LTD-A CNH 123,381.52 0.9819,600.00
PING AN INSURANCE GROUP CO -H- HKD 190,856.61 1.5126,500.00
YUNNAN BAIYAO GROUP CO LTD-A CNY 264,376.43 2.0916,101.00

1,165,444.64 9.22

AIA GROUP LTD HKD 572,641.02 4.5356,800.00
Hong Kong

BOC HONG KONG HOLDINGS LTD HKD 273,645.90 2.1683,500.00
LINK REIT HKD 409,533.20 3.2446,509.00
NEW WORLD DEVELOPMENT HKD 179,054.54 1.4245,250.00

1,434,874.66 11.35

EMBASSY OFFICE PARKS REIT INR 239,408.85 1.8952,400.00
India

GODREJ CONSUMER PRODUCTS LTD INR 139,867.94 1.1110,737.00
ICICI BANK LTD INR 225,811.73 1.7922,679.00
INDUSIND BANK LTD INR 206,052.35 1.6317,246.00
SOBHA LTD INR 137,650.07 1.0911,427.00
SUNDARAM FINANCE LTD INR 225,686.13 1.787,334.00
TECH MAHINDRA LTD INR 206,332.38 1.638,566.00

1,380,809.45 10.92

ARWANA CITRAMULIA TBK PT IDR 161,958.95 1.282,885,400.00
Indonesia

BANK CENTRAL ASIA TBK PT IDR 179,778.98 1.42351,000.00
INDUSTRI JAMU DAN FARMASI SI IDR 130,971.41 1.042,158,000.00

472,709.34 3.74

FIRST GEN CORPORATION PHP 136,048.08 1.08249,100.00
Philippines

GLOBE TELECOM INC PHP 172,313.29 1.362,645.00
NICKEL ASIA CORP PHP 321,340.82 2.543,062,800.00

629,702.19 4.98

CAPITALAND INVESTMENT LTD/SI SGD 190,971.12 1.5175,500.00
Singapore

CSE GLOBAL LTD SGD 181,604.11 1.44494,600.00
DBS GROUP HOLDINGS LTD SGD 327,051.63 2.5813,500.00
DIGITAL CORE REIT MANAGEMENT USD 206,596.00 1.63178,100.00
FRASERS LOGISTICS & COMMERCI SGD 158,298.60 1.25140,400.00
OVERSEA-CHINESE BANKING CORP SGD 230,852.12 1.8327,300.00
SHENG SIONG GROUP LTD SGD 130,282.13 1.03120,300.00

1,425,655.71 11.27

NASMEDIA CO LTD KRW 159,718.94 1.265,771.00
South Korea

SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD KRW 194,111.54 1.532,947.00
SAMSUNG ELECTRONICS-PREF KRW 825,231.18 6.5413,778.00
SSANGYONG C&E CO LTD KRW 160,977.66 1.2724,820.00

1,340,039.32 10.60

ADVANTECH CO LTD TWD 273,653.03 2.1619,095.00
Taiwan

EMEMORY TECHNOLOGY INC TWD 158,311.16 1.252,000.00
IBF FINANCIAL HOLDINGS CO LT TWD 133,968.35 1.06230,935.00
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MEDIATEK INC TWD 258,068.87 2.046,000.00
SINBON ELECTRONICS CO LTD TWD 307,947.73 2.4330,000.00
TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC TWD 889,144.85 7.0340,000.00

2,021,093.99 15.97

12,355,115.13 97.69

Total securities portfolio 12,355,115.13 97.69

4,110.33 05/01/22471,051.00 (19.64)USDJPY 4,110.33
Forward foreign exchange contracts

12,826.59 06/01/221,472,497.00 (39.09)USDJPY 12,826.59
(58.73)

Total Forward foreign exchange contracts (58.73)

SalePurchase Unrealised appreciation /
(depreciation)

in USD

Maturity
Date

Commitment
in USD

Financial derivative instruments as at December 31, 2021

Total financial derivative instruments (58.73)

Summary of net assets

(58.73) -Total financial derivative instruments

%
NAV

12,355,115.13 97.69Total securities portfolio

344,965.24 2.73Cash at bank

(53,141.92) (0.42)Other assets and liabilities

12,646,879.72 100.00Total net assets

01_90002_アジア・ハイディビデンド・エクイティ・ファンド クラスＡ_935410.indd   2 2022/09/26   11:43:3401_外投_9pt_933436.indd   19 2022/10/26   15:17:30

－ 19 －

01_外投_9pt_958737.indd   1901_外投_9pt_958737.indd   19 2023/04/24   14:20:472023/04/24   14:20:47



Sector allocation % of portfolio % of net
assets

Electric & Electronic 23.43 22.89

Banks 13.69 13.38

Real estate 11.85 11.57

Cosmetics 9.93 9.71

Internet 6.88 6.71

Insurance 6.18 6.04

Building materials 5.01 4.89

Financial services 4.05 3.95

Office & Business equipment 3.68 3.60

Metal 2.60 2.54

Transportation 2.51 2.45

Distribution & Wholesale 2.19 2.14

Other 8.00 7.82

100.00 97.69

Country allocation % of portfolio % of net
assets

Cayman Islands 20.10 19.64

Taiwan 16.36 15.97

Hong Kong 11.61 11.35

Singapore 11.54 11.27

India 11.18 10.92

South Korea 10.85 10.60

China 9.43 9.22

Philippines 5.10 4.98

Indonesia 3.83 3.74

100.00 97.69

Portfolio Breakdowns
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